
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＰＥＴにおけるＬａｂｏＴｅｘとＴｅｘＴｏｏｌｓの違い 
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概要 

 ＬａｂｏＴｅｘの軸の取り方は[001]方向にＺ軸を配置する方法が採用されているため、 

   非対称な結晶系になると複雑になる。 

 

  

 

 

 

 

  ＣＴＲパッケージにはこの扱いを自動的に扱えるＴｏｏｌが用意されている。 

  今回、ＬａｂｏＴｅｘで作成したＰＥＴの非対称極点図をＬａｂｏＴｅｘｔｏＴｅｘＴｏｏｌｓで 

  解析比較を行い、違いを理解して頂きます。 

 

又、極点図のＴＤ方向が異なる。極点図の上方向をＲＤとした場合、 

 ＬａｂｏＴｅｘのＴＤ方向は右側 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓのＴＤ方向は左側 

  この影響は、ＯＤＦに現れる。 



ＬａｂｏＴｅｘでＴｅｘＴｏｏｌｓと同じ軸の表現で解析した場合、ＴｅｘＴｏｏｌｓと同じ結果？？危険 

 

用意した極点図{-110},{-111},{0-11},{010} 

 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓで表わすと     ＬａｂｏＴｅｘで表わすと 

 

ＣＴＲパッケージのＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａソフトウエアで 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓ用データを作成（ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ用データ作成（ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエア） 

 

ＭａｔｅｒｉａｌでＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａソフトウエアが起動され、ＬａｂｏＴｅｘデータが読み込まれる 

事で、格子定数と極点指数を自動変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓによる解析 

 

 

 

  

  

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やはり異なるため、ＬａｂｏＴｅｘ用入力データでの解析が望ましい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓと同じデータでｌａｂｏＴｅｘ解析 

 

 

 

 



 

 

 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓと同じ結果になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じにはならないので、この解析方法は危険 



ＴｅｘＴｏｏｌｓと同じデータでｌａｂｏＴｅｘ解析（ＣＣＷ） 

入力データが逆回転となる。 

 

 

 


